
私道整備補助のあらまし

補助の内容

道路舗装工事、道路補修工事、側溝（集水桝、Ｌ形側溝及びＵ形側溝、取付管等）の新設、及びそれら

の補修整備も含まれます。なお、事業に係る事務費などの経費は補助の対象外となります。

また、再度修繕等を行うなど補助の再交付については、前回の私道整備補助金の交付を受けたのち、

満５年を経過していなければなりません。

対象となる私道

現に一般市民の通行に利用されているものであること。特定個人、企業等の用に供するものは対象とな

りません。

補助額

整備事業金額の３分の２以内（３００万円を限度とする。）

補助事業費の額が１０万円未満の事業は補助対象外となります。

補助の要件

①私道の全線に渡って実測で幅員が４ｍ以上であること。

②公道に１箇所接続している場合は、私道の延長が３０ｍ以上あること。２箇所以上接続している場合

は延長２５ｍ以上であること。

※上記の基準に満たない場合で、その他市長が特に必要と認めたものについては、２分の１以内の額と

する。（３００万円を限度とする。）

補助の予算が確保されるまでの簡易フローチャート

提出する書類を準備する 申請する

事前協議書・事業計画概要書等 整備を行おうと考えている年度の

（窓口でお渡しできます） 前年度の１０月末日までに申請。

補助の為の予算が確保された場合

土地所有者等関係住民の承諾書・経費負担同意書・その他

※御提出いただく書類が多数ございますので、

当課と別途協議してください。

一連の詳細のフローチャートは裏面



※上記帳簿類の内、不動産及びその従物は１０年、その他は５年間保存のこと。

新座市 申請者

新座市コミュニティ施設整備事業事前協議書

計画概要書

事業地の地図・写真等

を提出。（前年度１０月末までに申請）

↓ （協議） ↓

新座市コミュニティ施設整備事業内定通知書

を交付。（内定した場合）

↓ （６０日以内） ↓

・新座市コミュニティ施設整備事業補助金交

付申請書

・実施計画書

・土地所有者等関係住民の承諾書

・経費負担同意書

・土地の賃貸契約書又は承諾書を提出。

↓

新座市コミュニティ施設整備事業交付決定通

知書を交付。

↓

～施工～

↓

・新座市コミュニティ施設整備完了検査申請

書

・中間過程の写真・事業内容が証明できる写

真

・出来形管理図等を提出。

↓

～完了検査～

↓

新座市コミュニティ施設整備事業補助金

交付確定通知を交付。

↓

・新座市コミュニティ施設整備事業補助金交

付請求書を提出。

↓

～補助金交付～

↓ （３０日以内） ↓

・新座市コミュニティ施設整備事業実績報告

書

・金銭出納簿の写し・貯金通帳の写し

・請負業者の領収書の写し


